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乗用車に新しい動力が登場・普及

燃費の大幅改善が期待

乗用車に新しい動力が登場 普及

しかし

動力機構が大型・複雑化 （HV・PHV）
電力製造時にCO2が排出（PHV・EV）

• 走行以外の排出量は
ガソリン車より大きい可能性

• 車両大型化によって燃費悪化の可能性
HV

PHV
EV

① 乗用車を動力・重量により12分類
② 販売車両より基準車種を設定

乗用車のライフサイクルにわたるCO2排出量を動力・重量カテゴリ別に算出・整備
そのために車両メーカーより公表されている販売車種のLCA結果を利用

③ 基準車種のライフサイクルCO2を
車両メーカー公表指標・モード燃費より算出
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④ 素材製造・車両製造・メンテ・廃棄
各ステージのCO2排出量を車両重量で比例

車両の総走行距離 10万km
燃費：10・15モード燃費、電費：JC08モード

イ サイク 排出量算出結果 車種構成 重 づけした排出原単位

重
量

重
量

製造・メンテ・廃棄 各排出量

製造・メンテ・廃棄 各排出量

150 

200 

250 

120

140

160

180

ライフサイクルCO2排出量算出結果 車種構成で重みづけした排出原単位
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2010 2030
車種構成

（Bassモデルより導出）

・軽自動車：EV割合増加
・小型車、乗用車：HV割合増加

⇒車種構成がより排出量の小さい組合せへ変化

・GV＜HV＜PHV ＜EVの順に、動力に対する電力割合が増加
⇒走行起源CO2排出量の減少
⇒素材・車両製造が増加

・同一車両サイズで次世代車の排出は従来車比1割～4割削減
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車両構成で重みづけした

平均的排出原単位

動力・重量別に乗用車のライフサイクルCO2排出量原単位を整備
⇒走行起源分は重量カテゴリにかかわらず動力に対する電力割合の増加とともに減少
⇒走行起源と素材・車両製造起源の排出量がトレードオフ関係にあるが、総排出量は総じて従来車より減少

⇒車種構成がより排出量の小さい組合せへ変化・同一車両サイズで次世代車の排出は従来車比1割～4割削減


